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はじめに
屋久島の国割岳西斜面は標高700m付近まで唆
温帯林に覆われており,それはさらに,亜熟鞘林
要素が多く混入する標高400m以下の下部唆温帯
林とそれらが見られない上部暖温帯林に2分でき
る｡この植生の境界は,ヤクシマザルの垂直分布
における最下層部の群れとその上部の群れとの境
界ともほぼ一致する｡これらの異なる植生帯に生
息する群れの社会と生態を比較するために,1981
年の夏季に西部林道沿い(標高120-180m),浜
之上林道 (標高320-720m),半山川流域 (標高
150-700m),永田歩道 (標高150-800m),
大川林道 (標高200-800m),安房林道 (標高
450-900m)で調査をおこなった｡
結 果
① 上部唆温帯林では,サルは大きな川の沢沿い
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